
　やちむんシーサー発祥の地・壺屋から、シーサー
文化を全国に向けて発信するイベント「壺屋で
シーサーの日！」。語呂合わせで「シーサー」と
なる 4月 3日に行われており、17 回目となる今
年も、壺屋焼物博物館と壺屋やちむん通り周辺は
多くの家族連れや観光客でにぎわいました。
　陶工によるシーサー作りの実演を熱心に見学し
ていた大嶺信雄さん（86歳）は「ここ数年、シー
サーの日には壺屋を訪れています。壺屋焼の手づ
くりで素朴な風合いが好きなんです」と目を細め
ました。

　イベントでは、飼い主のいない犬猫の譲渡会を
はじめ、中部農林高校熱帯資源科動物コースのみ
なさんによる琉球犬の紹介、琉球わんにゃんゆい
まーるによるTNRの紹介のほか、市環境衛生課
のパネル展などが行われました。
　主催者の畑井モト子さんは「目的はそれぞれ違
いますが、那覇のまちをもっとよくしたいという
思いはみなさん一緒です。私は動物を通してこの
活動を続け、犬猫の殺処分ゼロへの共感の輪を広
げていきたいと思います」と話し、イベントを支
えてくれたみなさんに感謝しました。

　第 5次那覇市総合計画とは、今後 10年間の那
覇市のまちづくりの羅針盤となる総合計画で、今
年がスタートの年となっています。
　シンポジウムでは、市民や議会、有識者からだ
けでなく、中学生、高校生、大学生を対象とした
ワークショップを開催して幅広い意見を取り入れ
たことなど、策定の経過を説明しました。
　那覇市総合計画審議会会長の仲地博沖縄大学学
長は「この総合計画は、市民の宝物です。市民の
夢の詰まった計画を大切に実行して欲しい」とあ
いさつしました。
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